
百年の森林に囲まれた　快適で人が輝く　自然と交流のむら　” 西粟倉村 ”

2016(平成28年)
No.635

村のホームページ　http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/

にしあわくらにしあわくら

■議会だより・・・・・・・・・・・２～５
■平成 28年西粟倉村当初予算・・・６～８
■軽自動車税の変更について・・・・9
■もりもりぷれす・・・・・・・・・10～ 11
■こどもだより・・・・・・・・・・12 ～ 15
■村の出来事・・・・・・・・・・・16
■村からのお知らせ・・・・・・・・17～ 21
■国や県からのお知らせ・・・・・・22～ 23
■社協だより・・・・・・・・・・・24
■人の動き、川柳、入札・・・・・・25
■カレンダーなど・・・・・・・・・26

■■■議会議会議議議議会だより

● 今月号の広報



2広報にしあわくら　4月号

平成２８年
３月定例議会

一般 ２２億２５３６万円 ２０億５１０４万円

国保 ２億２７９９万円 ２億３３２２万円

診療所 ６６３４万円 ６６２４万円

後期高齢 ２２９１万円 ２００２万円

介護事業 ２億３１８０万円 ２億１６２４万円

介護サービス １４０４万円 １３１４万円

簡易水道 １億４２９４万円 ９７２４万円

集落排水 １億１３４８万円 １億８４７３万円

森林管理 ９７３４万円 ７７８５万円

計 ３１億４２２０万円 ２９億５９７２万円

一般 １億１９０８万円 ２３億９３５２万円

地方創生加速化交
付金（繰越事業）、
自立相談支援事業、
指定管理施設委託
費

国保 △１１５７万円 ２億３９５９万円
療養給付費の減額
等

診療所 ２２１万円 ７２５６万円 財政調整基金積立

後期高齢 △１２４万円 ２０４３万円

介護事業 ９万円 ２億３２７３万円

簡易水道 ５１８万円 １億２８１万円 水道メータ更新

集落排水 △４２４６万円 １億４５００万円 建設改良事業費減

観光事業 ３７７万円 ６１３万円
あわくらんど下水
修繕

森林管理 ２２３７万円 １億８０２万円



3 広報にしあわくら　4月号

　

日
本
全
体
で
実
際
の
人
口

減
少
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
新

聞
紙
上
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
た
地
方
創
生
が
人
口

減
少
社
会
へ
む
け
た
政
策
の

柱
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

　

先
日
、
石
破
茂
地
方
創
生

担
当
大
臣
の
講
演
を
聴
く
機

会
に
恵
ま
れ
た
。

  

ま
ず
、
今
回
の
地
方
創
生

が
か
つ
て
の
地
方
政
策
と
何

が
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
話

の
中
で
、
地
方
に
対
す
る
活

性
化
策
は
過
去
に
も
数
々

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の

地
方
創
生
は
そ
れ
ら
と
は
全

く
次
元
の
違
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
地
方
か
ら

都
市
部
へ｢

ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ｣

が
移
動
す
る
時
代
背

景
に
あ
っ
て
、
地
方
へ
の
公

共
事
業
や
企
業
誘
致
を
国
の

側
か
ら
促
進
し
た
も
の
で
あ

り
、
い
わ
ば
地
方
に
対
す
る

｢

ご
機
嫌
と
り｣

の
要
素
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の

地
方
創
生
は
、
地
方
が
自
ら

い
る
。
さ
ら
に
地
域
資
源
を

開
発
し
有
効
に
役
立
て
る
た

め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
事
業
で
は
、
本
村
で
三

基
目
の
小
水
力
発
電
所
の
建

設
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
に

着
手
す
る
。
ま
た
村
民
の
皆

様
へ
は｢

低
炭
素
な
村
づ
く

り
推
進
事
業｣

と
し
て
家
庭

用
省
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
補

助
を
進
め
、｢

環
境
モ
デ
ル

都
市｣

、
ま
た｢

バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市｣

と
し
て
西
粟

倉
村
に
与
え
ら
れ
た
全
国
モ

デ
ル
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
参
り
た
い
。

《
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
》

　

こ
の
他
、
地
域
に
根
ざ
し

た
産
業
を
育
成
し
て
い
く
た

め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、

起
業
、
創
業
の
促
進
、
産
業

基
盤
の
安
定
化
に
向
け
活
躍

で
き
る
人
材
の
確
保
に
努
め

る
。
今
後
も
新
し
い
住
民
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
村

民
皆
様
相
互
の
ご
理
解
を
賜

興
に
よ
る
雇
用
や
所
得
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
人
口

の
維
持
、
増
大
に
結
び
つ
け

る
こ
と
だ
が
、
村
で
は
既
に

こ
う
い
っ
た
流
れ
が
一
部
に

生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
結
果
と

し
て
、
人
口
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
受
入
体
制
が
若
干
遅

れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

《
移
住
者
向
け
住
宅
》

　

二
十
八
年
度
で
は
、独
身
、

夫
婦
世
帯
向
け
定
住
促
進
住

宅
の
建
設
を
は
じ
め
、
ひ
き

つ
づ
き
空
き
家
改
修
等
の
施

策
を
展
開
す
る
な
ど
受
入
体

制
の
強
化
に
努
め
た
い
。

《
環
境
モ
デ
ル
都
市
》

　

ま
た
、
森
林
資
源
を
活
用

し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の｢

あ
わ
く
ら
荘｣
へ

の
導
入
を
は
じ
め
、
村
内
へ

普
及
さ
せ
る
べ
く
地
域
熱
供

給
シ
ス
テ
ム
導
入
を
北
海
道

下
川
町
、
秋
田
県
大
潟
村
と

西
粟
倉
村
、
こ
の
三
町
村
共

同
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

農
林
水
産
業
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、観
光
資
源
な
ど
、

地
方
に
こ
そ
存
在
し
て
い
る

様
々
な
資
源
の
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
、
地
方
の
雇
用

と
所
得
を
増
大
さ
せ
、
日
本

の
経
済
的
自
立
を
図
り
、
東

京
一
極
集
中
と
地
方
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
だ
。
日
本
社
会
の
起
死
回

生
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に

失
敗
す
る
と
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
い
う
危
機
感
も
あ

る
。
地
方
に
も
そ
の
覚
悟
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、

本
気
度
の
低
い
自
治
体
ま
で

も
救
い
上
げ
る
よ
う
な
甘
い

構
想
で
は
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
ほ
し
い
。

  

と
い
う
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
も

そ
れ
以
上
の
迫
力
と
強
い
信

念
で
望
む
必
要
が
あ
る
と
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
だ
。  　

　

本
村
に
お
け
る
地
方
創
生

計
画
の
要
点
は
、
や
は
り
地

域
資
源
を
大
い
に
活
用
し
、

ま
た
地
の
利
を
活
か
し
た
人

の
交
流
を
促
進
し
、
産
業
振

り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
関
係

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

《
基
幹
施
設
整
備
》

  

さ
て
、
保
育
施
設
や
役
場

庁
舎
な
ど
、
基
幹
施
設
の
建

設
時
期
が
迫
っ
て
来
た
。
す

で
に
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震

上
の
危
険
が
あ
る
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
の
安
全
性
に
は

か
ね
て
よ
り
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
将

来
世
代
も
含
め
、
西
粟
倉
文

化
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
、
ま
た
防
災
拠
点
と
も
な

る
基
幹
施
設
と
し
て
そ
の
役

割
が
し
っ
か
り
果
た
せ
る
よ

う
再
整
備
し
た
い
。
平
成

二
十
八
年
度
は
新
し
い
保
育

施
設
の
実
施
設
計
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
全
体
で
は
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
三
十
二
年

度
に
か
け
て
、
向
こ
う
五
年

間
で
建
設
、
竣
工
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

五
十
年
に
一
度
の
大
事
業
で

あ
り
、
す
で
に
西
粟
倉
の
木

を
活
か
し
た
木
造
を
採
用
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
村

民
皆
様
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と

い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
。
議
会
の
皆
様
は
じ
め
、

村
民
の
皆
様
に
は
今
後
五
年

間
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
方

よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

《
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、
交

流
す
る
機
会
の
創
出
》

  

さ
て
昨
年
度
は
一
日
目
を

岡
山
、
二
日
目
に
西
粟
倉
村

を
会
場
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た｢

全
国
・
学
校
の
森　

子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト｣

で
あ
り
ま

す
が
、
全
国
大
会
へ
の
積
極

的
な
参
加
と
他
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
に
よ
り
、

昔
か
ら
続
く
西
粟
倉
村
の
先

輩
方
の
山
へ
の
取
り
組
み
と

新
た
な｢

百
年
の
森
林
構
想

｣

へ
の
決
意
、
子
ど
も
た
ち

の
主
体
的
な
関
わ
り
方
や
学

習
な
ど
自
ら
情
報
発
信
を

し
、
そ
れ
が
大
き
な
自
信
に

繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子
ど



4広報にしあわくら　4月号

◆
報　

告

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会
報

告●
例
月
出
納
検
査
報
告

　

一
月
分
、
二
月
分

●
事
務
事
業
監
査
の
報
告

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

あ
わ
く
ら

　
　

グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

●
各
組
合
議
会
の
報
告

(1)
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会

(2)
勝
英
衛
生
施
設
組
合
議
会

(3)
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会◆

選
任
同
意

●
西
粟
倉
村
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同

意
　

萩
原
武
壽
氏
（
再
任
）　　

　

大
茅
八
六
八
番
地　

●
西
粟
倉
村
監
査
委
員
の
選

任
同
意

　

萩
原
基
志
氏
（
再
任
）

　

影
石
四
一
二
番
地

●
西
粟
倉
村
副
村
長
の
選
任

同
意

　

山
下
英
輔
氏
（
新
任
）

　

長
尾
五
〇
〇
番
地
一

※
山
根
博
宣
氏
任
期
満
了
に

よ
る
。

●
西
粟
倉
村
教
育
委
員
会
教

育
長
の
選
任
同
意

　

関　

正
治
氏
（
新
任
）

　

影
石
七
六
番
地

※
萩
原
直
也
氏
辞
任
に
よ

る
。◆

条　

例

【
制
定
】

●
西
粟
倉
村
危
険
な
薬
物
か

ら
村
民
の
命
と
く
ら
し
を
守

る
条
例

●
西
粟
倉
村
事
業
分
担
金
徴

収
条
例

●
西
粟
倉
村
行
政
不
服
審
査

会
条
例

●
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定

業
務
施
設
整
備
計
画
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例

●
西
粟
倉
村
地
域
活
性
化
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

【
一
部
改
正
】

●
西
粟
倉
村
観
光
施
設
等
整

備
基
金
条
例

●
西
粟
倉
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例

●
西
粟
倉
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
条
例

●
林
道
施
行
条
例

●
西
粟
倉
村
道
路
占
用
料
徴

収
条
例

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
情
報
公
開
条
例

●
西
粟
倉
村
個
人
情
報
保
護

条
例

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
条
例

●
西
粟
倉
村
立
西
粟
倉
幼
稚

園
保
育
料
徴
収
条
例

【
廃
止
】

●
西
粟
倉
村
観
光
事
業
特
別

会
計
条
例

●
西
粟
倉
村
村
営
土
地
改
良

事
業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例

◆
そ
の
他

●
西
粟
倉
村
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
に
つ
い
て

●
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

花は
な
け
ず
り
せ
ん

削
線
（
坂
根
）

　

道
路
延
長172.0

ｍ

◆
予　

算

●
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
（
九
会
計
）

●
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予

算
（
九
会
計
）

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
ま
ず

は
月
に
一
回
の
診
療
か
ら
は

じ
め
ま
す
が
、
皮
膚
の
悩
み

に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
多
く

が
こ
の
問
題
を
か
か
え
て
い

る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
機

会
を
是
非
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
共
通
の

悩
み
で
あ
る
交
通
移
動
の
諸

問
題
に
関
し
て
、
村
で
は
将

来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
の

あ
り
方
、
ま
た
村
外
へ
の
買

い
物
等
へ
の
足
の
確
保
も
含

め
、
よ
り
快
適
に
、
よ
り
便

利
に
利
用
が
で
き
、
利
用
者

に
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
な
合
理
的
な
運
用
の
あ

り
方
を
調
査
検
討
し
て
参
り

た
い
。

　

以
上
、
平
成
二
十
八
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
主
な

事
業
の
説
明
、
ま
た
所
信
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
。

も
た
ち
に
は
こ
う
い
っ
た
機

会
を
惜
し
み
な
く
与
え
、
大

い
に
学
び
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
体
制
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
幼
小
中
連
携
へ
の
支
援
》

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教

員
に
よ
る｢

西
粟
倉
っ
子
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

は
、
各

校
連
携
で
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
な

が
ら
、
学
力
の
向
上
と
共
に

西
粟
倉
の
子
ど
も
ら
し
い
豊

か
な
心
の
育
成
を
願
う
も
の

で
す
。
村
と
し
て
も
今
後
更

に
充
実
で
き
る
よ
う
後
押
し

を
し
て
参
り
た
い
。

《
高
齢
者
等
が
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
》

　

住
民
福
祉
、
健
康
管
理
の

観
点
か
ら
、
健
や
か
な
村
民

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
更
新
、
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
西
粟
倉
診
療

所
で
は
新
た
に｢

皮
膚
科｣
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３月定例議会
一般質問
大上伊三男議員 新

し
い
処
分
場
へ
の
移
転
及

び
土
砂
流
出
防
止
工
事
へ
の

活
用
等
、
今
堆
積
し
て
い
る

量
を
安
全
な
量
に
ま
で
減
ら

す
と
い
う
行
為
が
必
要
に
な

る
。

　

新
し
い
残
土
処
分
場
の
受

け
入
れ
土
量
は
、
現
地
測
量

を
行
っ
て
い
な
い
段
階
な
の

で
、
土
地
の
等
高
線
、
平

面
図
な
ど
か
ら
見
て
、
算

出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
受
入
可
能
土
量
は
、

二
十
三
万
九
千
八
百
立
米
と

な
る
予
定
。
今
後
、
土
砂
流

出
防
止
等
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
詳
細
は
つ
か
ん
で
い
き

た
い
。

の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
現
状
で
は
、
ど

こ
ま
で
取
り
の
け
る
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な

近
い
将
来
、
異
常
気

象
や
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
本
村
で
も
土
砂
等
の
流

入
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

吉
野
川
本
流
、
及
び
支
流

の
中
で
も
特
に
知
社
川
、
塩

谷
川
は
河
川
勾
配
が
緩
や
か

な
た
め
土
砂
の
堆
積
が
目
立

ち
、
河
川
の
中
に
は
雑
木
、

主
に
柳
の
木
等
が
生
い
茂
っ

て
い
る
。
県
の
管
理
区
域
の

河
川
に
は
堆
積
土
砂
の
除
去

の
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
村
が
管
理
す
る
河
川

で
も
堆
積
土
砂
処
分
の
作
業

が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
河

川
浚
渫
工
事
の
今
後
の
予
定

と
、
影
石
谷
残
土
処
分
場
の

各
地
区
か
ら
河
川
土

砂
浚
渫
の
要
望
書
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
残
土
処
分
場
が

決
ま
り
、
岡
山
県
と
も
協
議

し
な
が
ら
適
切
に
行
っ
て
行

き
た
い
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
古

里
の
河
川
の
姿
と
し
て
景
観

の
保
全
な
ど
も
検
討
し
慎
重

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

影
石
谷
残
土
処
分
場
の
現

状
は
満
杯
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
処
分
場

を
探
し
て
き
た
が
、
今
後
は

長
い
間
、
手
つ
か
ず

の
状
態
で
あ
っ
た
の

で
心
配
し
て
い
た
が
、近
年
、

施
工
に
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
安
心
し
た
。

　

二
十
八
年
度
の
予
算
計
上

が
多
額
で
な
か
っ
た
が
、
維

持
管
理
の
延
長
と
い
っ
た
よ

う
な
予
算
の
中
で
施
工
が
で

き
る
の
か
。
影
石
谷
の
危
険

な
現
状
、
ど
の
程
度
ま
で
土

砂
を
減
ら
す
の
か
な
ど
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
こ

測
量
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

新
し
い
残
土
処
分
場
の
土

砂
流
出
防
止
に
必
要
な
土
を

取
り
の
け
た
上
で
、
ま
だ
危

険
が
残
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

土
砂
の
移
転
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、

残
土
処
理
に
い
く
ら
と
い
う

予
算
は
組
ん
で
お
ら
ず
、
村

道
の
維
持
管
理
の
中
で
あ
わ

せ
て
行
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
工
事
】

水
底
の
土
砂
な
ど
を
さ
ら
う
工
事

現
状
及
び
新
た
な
残
土
処
分

場
予
定
地
の
残
土
受
入
の
許

容
量
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

災
害
等
の
未
然
防
止

の
観
点
か
ら
見
て
も
、
早
急

な
行
政
対
応
が
必
要
と
考
え

る
。
堅
く
お
願
い
し
て
質
問

を
終
了
す
る
。
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３１４, ２２０ ２９６，１６７ ６．１%

２２２，５３６ ２０５，１０４ ８．５%
国民健康保険事業 ２２，７９９ ２３，３２２ ▲ ２．２%
国保施設(直診)事業 ６，６３４ ６，６２４ ０．２%
後期高齢者医療事業 ２，２９１ ２，００２ １４．４%
介 護 保 険 事 業 ２３，１８０ ２１，６２４ ７．２%
介護サービス事業 １，４０４ １，３１４ ６．８%

５６，３０８ ５４，８８６ ２．６ ％
簡 易 水 道 事 業 １４，２９４ ９，７２４ ４７．０ ％
農業集落排水事業 １１，３４８ １８，４７３ ▲３８．６ ％
観 光 事 業 ０ １９５ ▲１００．０ ％
森 林 管 理 事 業 ９，７３４ ７，７８５ ２５．０ ％

３５，３７６ ３６，１７７ ▲２．２ %

うち

１，４７１　千円 ３，８５７　千円

農業振興などに ７９　千円 ２０８　千円
林業振興などに ６９　千円 １８２　千円
道路整備・管理・除雪などに １０２　千円 ２６７　千円
観光振興などに ６０　千円 １５６　千円
高齢者福祉・児童福祉などに ２３５　千円 ６１６　千円
保健・医療対策などに ３６　千円 ９４　千円
学校教育などに ７８　千円 ２０５　千円
生涯学習・図書館などに ３３　千円 ８７　千円
議会に ３０　千円 ７８　千円
住宅管理などに ２　千円 ５　千円
過疎対策などに １７１　千円 ４４８　千円
選挙・戸籍事務・自治振興などに １７１　千円 ４４９　千円
積立（貯金）に ７３　千円 １９２　千円
借入金の返済に １７７　千円 ４６５　千円
消防・防災対策に ３４　千円 ８８　千円
環境保全・新エネルギーなどに １０８　千円 ２８３　千円
その他 １３　千円 ３５　千円

（平成 28年２月末現在人口 ： 1,513 人 ( 外国人含む）    世帯数 ：577 世帯）
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平成２８年度 平成２７年度 増減額 比率
歳　出　総　額 ２２２，５３６ ２０５，１０４ １７，４３２ １００

 普通建設事業費
　　　（道路などの事業費）

４８，２７９ ３８，１０１ １０，１７８ ２１．７

 物件費（消耗品や委託料など） ４９，１９６ ４４，４４４ ４，７５２ ２２．１
 公債費（借入金の返済） ２６，８３８ ３０，８４０ ▲４，００２ １２．１
 人件費（議員報酬、職員給与など） ３２，４３６ ３１，１０５ １，３３１ １４．６
 補助費等（助成金など） ２１，７１６ ２５，６２４ ▲３，９０８ ９．７
 繰出金（他の会計への繰り出し） １７，３２２ １２，５４５ ４，７７７ ７．８
 扶助費（福祉、医療、給付金など） １１，４６８ １１，１０８ ３６０ ５．１
 積立金（基金への積立金） １１，０９６ ７，３０５ ３，７９１ ５．０
 維持補修費（施設等の修繕費など） ２，１８５ ２，０１７ １６８ １．０
 予備費 ２，０００ ２，０１５ ▲１５ ０．９

平成２８年度 平成２７年度 増減額 比率

　歳　入　総　額 ２２２，５３６ ２０５，１０４ １７，４３２ １００

自
主
財
源

村税 １３，６３３ １３，７２１ ▲８８ ６．１

その他自主財源
（使用料、繰入金、諸収入など） ３２，６９５ ２４，６２２ ８，０７３ １４．７

依
存
財
源

村債（借入金） ３４，０１０ １７，３６３ １６，６４７ １５．３

地方譲与税・交付金など ４，０８４ ３，２３４ ８５０ １．９

地方交付税 １０８，００５ １０２，３９０ ５，６１５ ４８．５
国庫支出金 １２，９２３ １８，１８０ ▲５，２５７ ５．８
県支出金 １７，１８６ ２５，５９４ ▲８，４０８ ７．７
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平成27年度末

現　在　高

A

平成２8年度

積立額

B

取崩額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C
財政調整基金 ４８２ ２６ － ５０８

減 債 基 金 １３４ ７ － １４１

その他目的基金 ６０９ ７８ ２６ ６６１
合　計 １，２２５ １１１ ２６ １，３１０

平成27年度末

現　在　高

A

平成２8年度

発行額

B

償還額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C

地 方 債 合 計
（うち臨時財政対策債）

２，１９３

（４６３）

３４０

（３７）

２６１

（４５）

２，２７２

（４５５）

平成２８年度 平成２７年度 増減額 構成比
歳　出　総　額 ２２２，５３６ ２０５，１０４ １７，４３２ １００

 農林水産業費 ２２，４８１ ３２，３８１ ▲９，９００ １０．１
 民生費 ３５，５１６ ３３，２４５ ２，２７１ １６．０
 公債費 ２６，８３８ ３０，８４０ ▲４，００２ １２．１
 総務費 ６１，４５５ ３４，４０４ ２７，０５１ ２７．６
 土木費 １７，０２３ １５，８５７ １，１６６ ７．６
 教育費 １６，８８８ １５，３６６ １，５２２ ７．６
 商工費 ９，０１１ ９，１４６ ▲１３５ ４．０
 衛生費 ２１，７３８ ２２，８３９ ▲１，１０１ ９．８
 議会費 ４，４９９ ４，７２７ ▲２２８ ２．０
 消防費 ５，０８７ ４，２８４ ８０３ ２．３
 予備費 ２，０００ ２，０１５ ▲１５ ０．９

　先月号でも掲載（P.3）しました、高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の受付が開始
されます。給付の対象者と思われる方に対して、準備が整い次第、案内文を郵送しますので、ご確認のうえ
手続きをお願いします。
　また、対象であるにもかかわらず、申請期間が始まっても通知が届かない場合は、下記までご連絡ください。
　■　申請期間（予定）　　平成 28年 4月 28 日（木）～平成 28年 7月 29 日（金）
【連絡先・窓口】　　
　いきいきふれあいセンター（役場保健福祉課）臨時福祉給付金係　279-7100
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　平成２８年度から原動機付き自転車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車の税率が引き上げとなります。
三輪及び四輪以上の軽自動車については、新しい税率が適用されます。

平成２８年度から税率が引き上げとなります。
【原動機付自転車等】

【三輪以上の軽自動車】
新しい税率が適用されます。

車種区分

税率（年額）

平成２７年度

平成２８年度

※１新税率

※２　軽課税率
※３
重課税率電気軽自動

車・天然ガス
軽自動車

ガソリン車・ハイブリット

基準１ 基準２

3輪 3,100 円 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円 4,600 円

4輪
乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円 12,900 円

貨物用 営業用 3,000 円 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円 6,000 円

※１　新税率の適用車　平成２７年４月１日以降に最初の新規検査を受ける車両
　　・平成２７年３月３１日以前に最初の新規検査を受けている車両は、重課税率の適用となるまで、旧税
　　　率が適用されます。
※２　軽課税率の適用車　一定の環境性能を有する車両
　　・天然ガス軽自動車は、平成２１年排出ガス規制に適合し、平成２１年排出ガス基準値より１０％以上
　　　窒素酸化物を提言する車両に限ります。
　　・基準１　乗用車は平成３２年度燃費基準＋２０％達成車、貨物用車は平成２７年度燃費基準＋３５％
　　　達成車・基準２　乗用車は平成３２年度燃費基準達成車、貨物用は平成２７年度燃費基準＋１５％達
　　　成車
※３　重課税率の適用車　最初の新規検査から１３年を経過した車両

車種区分 税率（年額）
平成２７年度まで 平成２８年度から

原動機付自転車 50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの 1,600 円 2,400 円
その他のもの 4,700 円 5,900 円

軽２輪 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
2輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円
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Vol.36

　

平
成
27
年
度
内
に
搬
出
さ
れ
た
原
木

が
、
よ
う
や
く
全
て
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
度
は
、
百
年
の

森
林
事
業
は
じ
ま
っ
て
以
来
最
高
の
、

5,216m
3

の
木
材
を
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

劣
勢
木
し
か
間
伐
し
な
い
こ
の
取
り

組
み
で
、
ど
う
し
て
販
売
量
が
増
え
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
間
伐
さ
れ
た
木
材
の
中
で

も
「
Ｃ
材
」
と
呼
ば
れ
る
今
ま
で
な
ら

切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
原
木

も
、
道
か
ら
近
い
範
囲
で
で
き
る
限
り

搬
出
し
た
た
め
で
す
。
Ｃ
材
は
、
最
近

で
は
、
製
紙
工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

用
と
し
て
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
て
木
の
品
質
に
合
わ
せ
て
需

要
を
捉
え
、
販
売
す
る
こ
と
は
、
森
林

所
有
者
の
利
益
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
林
内
に
置
か
れ
た
木
材
が
減
る
こ
と

は
、土
砂
災
害
の
防
止
に
も
有
効
で
す
。

　

こ
れ
も
、
長
い
間
、
木
を
育
て
て
き

た
方
、
現
場
で
細
い
木
を
拾
い
上
げ
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
そ
し
て
、
販
売
先
を

開
拓
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
た
か
ら

こ
そ
。
百
年
の
森
林
事
業
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
方
々
の
協
力
の
も
と
、
今
後
も

搬
出
間
伐
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

→
小
谷
団
地
の
架
線
集
材
。
林
内
に
架
線

を
張
る
こ
と
で
、
広
い
範
囲
で
間
伐
材
を

搬
出
で
き
ま
し
た
。

↑猪野谷団地の間伐後の検査状況。
役場の検査に合格すれば完了です。

↓役場の山の担当、森林組合と共に京都の
日吉町森林組合に勉強に行きました。

↑韓国の山林組合のみなさんが、3回に渡り、
百年の森林事業について視察されました。

←
大
津
尾
団
地
の
間
伐
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百
年
の
森
林
事
業
に
参
加
し
て
、

眠
っ
て
い
る
宝
物
（
森
林
）
を
生
か

し
ま
せ
ん
か
？

産
業
観
光
課　

２
７
９-

２
１
１
１

森
や
木
と
と
も
に
が
ん
ば
る

若
手
の
コ
ラ
ム

　
「
オ
レ
は
も
う
林
業
を
諦
め
る
よ
」。

あ
る
日
、
尊
敬
す
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が

森
林
組
合
を
辞
め
ま
し
た
。
神
奈
川
か

ら
岡
山
へ
移
住
し
、
林
業
に
従
事
し
て

い
た
情
熱
と
志
の
あ
る
方
で
し
た
。「
命

を
懸
け
て
現
場
に
出
て
も
、
明
る
い
未

来
を
描
け
な
い
」
と
彼
は
言
い
残
し
て

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

三
重
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
、

持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
つ
い
て
机
上

で
学
ぶ
も
の
の
、
ひ
と
た
び
現
場
を
訪

れ
れ
ば
「
林
業
な
ん
て
う
ま
く
い
か
な

「
木
の
あ
る
暮
ら
し
を
届
け

な
け
れ
ば
、
森
は
育
た
な
い
」

い
」「
行
政
が
悪
い
」
と
悲
観
と
他
責

の
声
が
聞
こ
え
る
ば
か
り
。
机
上
の
青

写
真
と
現
場
の
実
情
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

戸
惑
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

何
も
で
き
な
い
自
分
に
悶
々
と
し
て

い
た
時
、
た
ま
た
ま
西
粟
倉
村
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
百
年
の
森
林
構
想
を

掲
げ
、
村
ぐ
る
み
で
持
続
可
能
な
林
業

経
営
を
目
指
す
取
り
組
み
に
感
動
し
、

居
て
も
た
っ
て
も
居
ら
れ
ず
に
村
を
訪

れ
た
の
が
６
年
前
の
で
き
ご
と
で
す
。

　

わ
た
し
は
現
在
、
西
粟
倉
・
森
の
学

校
の
営
業
担
当
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
は
、
西
粟
倉

で
育
て
ら
れ
た
木
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
50
年
以
上
前

に
子
や
孫
の
た
め
に
木
を
植
え
た
山
主

の
方
々
や
、
間
伐
作
業
を
行
う
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
ひ
と
が

関
わ
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

育
て
ら
れ
て
き
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で

す
。そ
の
木
々
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

ス
タ
ッ
フ
が
一
枚
一
枚
、
手
作
業
で
丁

寧
に
仕
上
げ
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
等
の
木

製
品
を
つ
く
り
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
百
年
の
森
林
構
想
を
応
援
し
た
い
」

「
西
粟
倉
の
木
だ
か
ら
使
う
こ
と
を
決

め
ま
し
た
」
お
客
さ
ま
か
ら
あ
り
が
た

い
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
木
材
と
し
て
の
価
値
以
上
の
も
の

を
感
じ
、
西
粟
倉
の
木
を
使
っ
て
く
だ

さ
る
方
々
が
い
る
の
で
す
。「
皆
さ
ん

が
一
生
懸
命
に
育
て
て
く
れ
た
木
で
、

喜
ん
で
く
れ
る
ひ
と
が
い
ま
す
よ
」と
、

西
粟
倉
の
森
づ
く
り
に
関
わ
る
す
べ
て

の
方
々
に
お
客
さ
ま
の
声
を
届
け
た
い

と
感
じ
る
日
々
で
す
。

　

気
づ
け
ば
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
彼
と
同

じ
26
歳
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
彼
と
再

会
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
「
明
る

い
未
来
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
胸

を
張
っ
て
、
西
粟
倉
の
取
り
組
み
を
伝

え
た
い
。

　

も
っ
と
多
く
の
方
々
に
西
粟
倉
の
木

を
届
け
る
こ
と
で
、
50
年
先
を
見
据
え

た
森
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
森
と
暮

ら
し
の
中
間
に
位
置
す
る
わ
た
し
た
ち

材
木
屋
の
役
割
で
す
。

（
株
）
西
粟
倉
・
森
の
学
校

　
　
　
　

羽は

だ田　

知と
も
ひ
ろ弘

　
　
　
　
　
　
　
（
津
島
市
出
身
）

　

そ
れ
は
積
み
木
で
す
。
道
具
と
い
う

よ
り
遊
具
。
積
み
木
で
遊
ぶ
と
い
う
行

為
は
、
誰
も
が
一
度
は
通
る
道
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
積
み
木
は
、
創
造
力

や
想
像
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
育

む
玩
具
で
す
。

　

そ
の
原
型
は
、
世
界
最
初
の
幼
稚
園

を
創
設
し
た
ド
イ
ツ
の
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル
が
一
八
三
八
年
に
考

案
し
た
教
育
玩
具
「
恩
物
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
神
よ
り
賜
っ
た

も
の
』
と
い
う
意
味
で
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
授
か
っ
た
能
力
を
用

い
、
遊
び
を
通
じ
て
自
然
を
知
り
、
自

己
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
か

ら
。
は
じ
め
は
、
丸
や
四
角
、
三
角
の

形
に
削
り
出
さ
れ
た
カ
エ
デ
の
木
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

西
粟
倉
村
で
も
木
育
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
積
み
木
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
達
に

遊
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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　３月４日（金）、春らしい陽気の中、お別れ遠足を行いました。
　年長児（ぞう組）は、１年生になるとランドセルを背負って小学
校まで通学します。それぞれに歩く場所や距離は違いますが、国道
沿いを歩く体験ができればと考え、筏津 ( 公民館）から猪之部 ( 森
の学校）までの国道沿い５キロ位の距離を歩きました。くま組・う
さぎ組は、幼稚園でぞう組やみんなのためにおにぎり作りを行い、
その後あわくらんどから合流して猪之部を目指し、歩きました。
　ぞう組と春の訪れを感じたり、一緒に歩くことを楽しみながらゴ
ールできました。

　幼稚園では、３月１８日（金）
卒園式を行い、１５名の子ども達
が巣立っていきました。
　小学校へ行っても心豊かにたく
ましく成長してくれることを願っ
ています。

＊ぞう組さん＊

☆新ぞう組☆

☆新くま組☆
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　３月４日に６年生を送る会を行いました。これまでお世話になった
６年生に、在校生が感謝の気持ちを伝える大切な会です。リーダーを
バトンタッチされた５年生にとっては、全校に呼びかけ全校を動かす

　６年生を送る気持ちが、こんなに複雑だとは、５年生になって準備や計画をしてみるまでわかりませ
んでした。今度は私たちが６年生になるんだということが、いっぺんに現実のものになりました。
　会をすすめる時に、一番大事なのは協力してくれる下級生の存在でした。改めて、「頼りになる５年
生だったかな」と反省する日でした。
　１年生のかわいいメッセージ、２年生の抜群のお笑いセンス、３年生の工夫した出し物、４年生のキ
レのある踊り、先生方の泣ける歌、そして、５年生の「手紙」のリコーダー演奏。こんな出し物で、感
謝の気持ちをあらわしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５年生一同　

最初の集会でもありました。各学年が心をこめて６年生への気持ちを表しました。会場はたくさんのありが
とうと、笑顔にあふれ、心に残る会になりました。

どんなことを
するんだろう・・・。

3年生にメダルをもらいました♡

うっ・・重い！
みんな大きくなったね。　

意外と緊張するなー。

ラッセンが好き～～～ !!
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　1.2 年生の皆さん、私達は先輩としては十分ではなかったかもしれません。
それでも、皆さんが私達についてきてくれたことに感謝の気持ちでいっぱいで
す。おかげで運動会を始め、様々な行事が、かけがえのない思い出になりました。
これからは、みなさんの番です。何事にも挑戦していく気持ちを持って、西粟
倉中学校の新しい歴史を作っていってください。
　そして隣には、幼稚園から 12年間一緒に過ごした大切な仲間がいます。辛
い時も苦しい時も、いつも一緒でした。6人という少人数でしたが、色々なこ
とに取り組んできました。「6人では何もできない」を「6人だからこそできる」
にするために力を合わせてきた、一生の仲間です。「挑戦の終わりは新たな挑
戦の始まり」これは小説「下町ロケット」の主人公の言葉です。小さな会社が、
ロケット部品から医療機器へと、次々と挑戦を続けていきます。高く見える壁
も、乗り越えていかないと、視界は広がりません。挑戦し続けることを忘れず、
自分たちの道を進んでいきます。

３年生答辞３年生答辞

卒業おめでとう !!卒業おめでとう !!
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一般書
・『幸せはあなたの心が決める』　　　　　　渡辺和子／著
・『また、同じ夢を見ていた』　　　　　　　住野よる／著
・『子どもに歯ごたえのある本を』　　　　　石井桃子／著

児童書  　　
・『おべんとうだれとたべる？』　　　　あずみ虫／絵・作
・『いけいけ！しょうがくいちねんせい』
　　　　　　　　　　　　　　　   中川ひろたか／作・絵
・『楽しく学ぶせかいの図鑑』                          中山京子／監
・『いつだってともだち』    内田麟太郎／著　降矢なな／絵
・『子どものためのラ・フォンテーヌのおはなし』
           マーガレット・ワイズ・ブラウン／再話 アンドレ・エレ／絵
・『キキに出会った人びと』                             角野栄子／著
・『学研まんがNEW世界の歴史　全 12巻』近藤二郎／監

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

☆問い合わせ先☆

一般書一般書
　『まく子』　　　　　　　　　　　　西加奈子／著
　小さな温泉街にやってきた一人の少女。彼女には、秘密
があった。信じること、与えること、受け入れること、変わっ
ていくこと…。これは、誰しもに訪れる「奇跡」の物語。

★県立図書館配本について★★県立図書館配本について★
　5月 11 日に配本を行います。それにともない、現在借
りている本があれば 4月 26日までにご返却ください。

★ 4月 23 日は『子ども読書の日』★★ 4月 23 日は『子ども読書の日』★
　4月 23日～ 5月 12日は子ども読書週間です。
　この期間中に高校生以下の子どもを
対象にビンゴイベントを行います。本
を読んで素敵なプレゼントをもらっ
ちゃおう！

　平成 27 年度のパンダ組（年長）は 10 名。4月から
は幼稚園児になる子どもたちです。
　春の訪れを間近にした 3月４日（金）、しっかり手を
つなぎ励まし合いながら中土居の天徳寺まで卒園遠足に
出かけました。道中様々な発見をしながら、しっかり歩
く後ろ姿を見ると大きくなったな～と感じました。

　3月 3日ぽんぽこ園で、子ども
たちが作ったひな人形を飾り、子
どもたちのすこやかな成長を願
い、お祝いするひな祭りの会を開
き、たくさんの笑顔が集まる和や
かなひとときになりました。

つどいの広場バンビの皆さんで記念撮影　　
「楽しい子育ての時間の一コマです」
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　３月２４日（木）平成２７年度あわくら大学の修
了式を行いました。本科から研究科へ、研究科から
博士課程へ、博士課程から名誉博士へそれぞれ進級
される方々の紹介の後、皆勤賞・精勤賞の授与があ
りました。学業報告として活動内容をスクリーンに
映し出し１年間を振り返りました。
　平成２８年度も充実した内容にしていきたいと思
います。

【あわくら大学４月講座】
４月２２日 ( 金 ) 午前１０時から

～入学式・始業式～

あわくら大学では平成２８年度の新入生を募集
しています。満６５歳以上の方なら入学できま
す。健康教室、日帰りバス旅行、音楽や落語観
賞など様々な講座を毎月１回行っています。入
学を希望される方は４月１３日（水）までに教
育委員会（TEL279-2216）へお申し込みくだ
さい。

皆勤賞の方々

「蛍の光」斉唱

　3月13日（日）、村民体育館で第7回「健康づくり体力測定大会」が開催されました。参加者は、「高齢者向け」
と「若年者向け」の測定種目に分かれて、長座体前屈や握力、立ち幅とびなどを測定しました。まだまだ寒
さの残る中で、体も動かしにくかったと思いますが、参加者はしっかり運動をして体を温めました。
　これを機に運動習慣を身につけ、これからの健康づくりに役立ててもらいたいです。また、今回参加でき
なかった方も、普段の生活ではわかりにくい体力の変化、年に一度は体力測定にチャレンジして、自分の体
力年齢を確認してみましょう。

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ

反
復
横
と
び

反
復
横
と
び

何回できますか？何回できますか？
上体起こし（腹筋）上体起こし（腹筋）

握力測定握力測定

長座体前屈長座体前屈
やわらかい♪やわらかい♪

10ｍ障害物歩行10ｍ障害物歩行

開眼片足立ち開眼片足立ち
うまくバランスを取りましょううまくバランスを取りましょう
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必ず受けよう！
　狂犬病は人畜伝染病のひとつで、日本国内では近年発生が確認されていませんが、他の多くの国々では現
在でも発生しています。人や犬が感染発症した場合、ほぼ 100％死亡する極めて恐ろしい病気です。あな
たの愛犬がいつ感染し、誰に危害を加えるかわかりません。
　平成 28年度は下記の日程で集団狂犬病予防注射を行いますので、必ず注射を受けさせましょう。
【日時及び会場】
①　平成 28年 4月 21 日（木）
・大茅公民館　　　13:30 ～ 13:40
・坂根公民館　　　13:50 ～ 14:00
・あわくら温泉駅　14:10 ～ 14:20
・塩谷公民館　　　14:30 ～ 14:40

  ・よりみち前駐車場　14:50 ～ 15:00
  ・引谷公民館 　　　15:10 ～ 15:20
  ・中土居公民館 　　　15:30 ～ 15:40
  ・筏津公民館 　　　15:50 ～ 16:00

②　平成 28年 5月 22 日（日）
・よりみち前駐車場　10:00 ～ 11:00

【注射等に必要な料金】
①　注射のみの場合　　　　　　　  2,800 円（注射済票交付手数料を含む）
②　登録料（新規登録の犬のみ）　　3,000 円
③　注射済票交付手数料　　　　　 　550 円
　

【狂犬病予防注射を受けられましたら…】
①　集合注射会場で受けられた方
　　会場で注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪につけてください。
②　動物病院等で個別に受けられた方
　　保健福祉課窓口にお越しいただき、注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪につけてください。
　　手続きに必要なもの：動物病院等で発行された狂犬病予防注射済証及び注射済票交付手数料

犬の飼い主には・・・
　①飼い犬の登録をすること
　②飼い犬に年 1回の狂犬病予防注射を受けさせること
　③犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着すること　　　　が法律により義務付けられています。
■飼い犬の登録は済んでいますか？
　　飼い犬を登録する目的は、犬の飼い主を明確にすることです。これにより、どこに犬が飼育されているかを把
　握することができ、狂犬病が発生した場合にその地域において迅速かつ的確に対応することができます。
　　生後 91日以上で登録手続きがまだ済んでいない犬の飼い主の方は、いきいきふれあいセンターにて、登録手
　続きをしていただく必要があります。引っ越しした場合や亡くなった場合にも届け出が必要です。
■ペットも大切な家族です
　　一度飼い始めたペットには愛情を持って接し、家族の一員として寿命をまっとうするまで飼い続けることが、
　飼い主としての責任です。繁殖を望まないならば避妊去勢手術を受けさせ、不幸な動物を増やさないようにしま
　しょう。また、手術に対する助成制度もあります。条件は次の通り。

■ご近所への迷惑にならないように飼ってください
　　ペットの放し飼い、鳴き声やフンなどでご近所に迷惑をかけていませんか？「清潔な環境」「しつけと適度な
　運動」「散歩中のフンの片づけ」を心がけましょう。
　　あなたのペットをトラブルの原因にしないようにしてください。
■もしも飼うことができなくなったら？
　　やむを得ない事情でペットを飼い続けることができなくなったら、新しい飼い主をみつけるよう努力してください。
　　かわいそうだからと山野に放すと、無残な死を迎えるか野生化して人間に危害を及ぼすこともあります。また、
　動物の種類によっては生態系に影響を及ぼすこともあります。
　　ご不明な点は、岡山県動物愛護センター（TEL.086-724-9512）にご相談ください。
　　岡山県動物愛護センターＨＰ　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/191/

①飼い主の住所が岡山県内にあること。
②（公財）岡山県動物愛護財団の「ふれあい動物友の会」に入会（有料）していること。
③犬の場合、狂犬病予防法に定める登録を行っており、且つ申請する年度の狂犬病予防注射済票の交付を市町
　村で受けていること。
④岡山県内の動物病院で手術を受けていること。
⑤飼い犬、飼い猫に限る。
　助成額は・・・メス　5,000 円　オス　3,000 円
　問い合わせ先　（公財）岡山県動物愛護財団　086-724-3288
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昨
年
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
広
報
誌
へ
掲
載
し
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
、「
動
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
切
れ
目

な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
平
成
26･

27
年
度
に
わ
た
り
、
美
作
市
医
師

会
が
中
心
と
な
り
、「
美
作
市
・
西
粟
倉
村
地
域
在
宅

医
療
連
携
拠
点
事
業
」
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
上
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
に
つ
い

て
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
行
動
し
、

機
能
さ
せ
て
い
く
か
、真
価
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
村
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
「
西
粟
倉
村
地
域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
協
議

会
（
以
降
、
協
議
会
）」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

■
協
議
会
構
成
員

・
診
療
所
医
師
・
訪
問
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

・
区
長
会
・
老
人
ク
ラ
ブ

・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

・
家
族
介
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
村
議
会

・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り

・
美
作
保
健
所
・
美
作
市
消
防
本
部
・
村
役
場

　

平
成
27
年
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
及
び
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
西
粟
倉
村
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
「
か
か
り
つ

け
医
」
に
つ
い
て
は
、
村
内
唯
一
の
診
療
機
関
で
あ
る

診
療
所
が
、
よ
り
身
近
で
、
相
談
の
し
や
す
い
場
所
に

な
る
こ
と
で
、
村
民
の
安
心
感
が
向
上
す
る
と
い
っ
た

意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
３
年
で
医
師
が
交

代
す
る
診
療
所
の
体
制
で
は
、
根
付
き
に
く
い
と
い
っ

た
意
見
や
、
待
合
室
の
時
間
や
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

な
ど
、
医
師
や
看
護
師
以
外
に
も
、
保
健
師
や
栄
養
士
、

ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
り
有
効
活
用
で
き
る
、

と
の
意
見
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
に
お
け
る
日
常
療
養
時
〜
急
変
時
〜
退
院

時
、
そ
し
て
看
取
り
時
に
お
い
て
の
切
れ
目
の
な
い
サ

ポ
ー
ト
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
機
関
が
ど
の
よ
う

に
携
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
見
え
る
化
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
や
は
り
、
か
か
り
つ
け
医
の
存
在
は

大
き
い
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
回
で
は
、
診
療
所
所
長
で
あ
る
久
野
村
医
師
か

西
粟
倉
村
の

　
　
　
　

    『  

医 

療
』
に
つ
い
て
考
え
る

■
主
な
事
業

　

①
多
職
種
（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

　
　

師
、
保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、
栄
養
士
、
ヘ
ル

　
　

パ
ー
、
生
活
相
談
員
、
理
学
療
法
士
な
ど
）
に

　
　

よ
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、
連
携
の

　
　

円
滑
化
を
図
る
。

　

②
医
療
資
源
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
介
護
や
医
療
施

　
　

設
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
選
択
で
き
る
環

　
　

境
を
整
え
る
。

　

③
情
報
共
有
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
在
宅
医
療
や
介

　
　

護
が
必
要
な
患
者
の
自
宅
へ
備
え
付
け
、医
師
、

　
　

看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
事

　
　

項
を
記
入
し
、
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す
る
。

　

④
地
域
の
診
療
所
や
病
院
を
、
大
原
病
院
、
田
尻

　
　

病
院
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
24
時
間
在
宅
医

　
　

療
体
制
を
整
備
す
る
。

　

⑤
退
院
直
後
も
安
心
し
て
、
生
活
が
で
き
る
よ
う

　
　

に
す
る
た
め
の
入
退
院
支
援
ル
ー
ル
の
作
成
。

　

⑥
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
、
広
報
な
ど
を
活
用

　
　

し
た
、
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
。
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ら
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
医
師
の
視
点
か
ら
様
々
な

紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
小
児
分
野
に

も
携
わ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
痛
み
の
緩
和
ケ
ア
で
あ
る

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
も
精
通
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
地
域
医
療
へ
の
期
待
感
が
伺
え
る
と
て
も
い
い
内

容
の
も
の
で
し
た
。

　

村
の
医
療
に
つ
い
て
、
前
段
で
も
上
が
っ
て
い
た
、

多
職
種
の
連
携
や
情
報
共
有
シ
ー
ト
な
ど
、
佐
用
町
や

智
頭
町
、
鳥
取
市
な
ど
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
な
い

点
や
、作
り
上
げ
た
も
の
を
い
か
に
実
践
し
て
い
く
か
、

村
民
へ
い
か
に
普
及
し
て
い
く
か
な
ど
、
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
取
り
組
み
も
、
行
政
だ
け
が

携
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
村
を
挙
げ
た
取
り
組
み

と
し
て
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
山
根
前
副
村
長
の
退
任
に
伴
い
、
青
木

村
長
の
推
薦
を
受
け
、
村
議
会
の
ご
同
意
を
頂
き
、
平

成
28
年
4
月
1
日
よ
り
副
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

も
と
よ
り
、
未
熟
・
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
35

年
間
、
村
職
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
村
が
掲
げ
る
「
百
年
の

森
林
構
想
」
や
全
国
的
に
も
地
方
の
時
代
を
象
徴
す
る

「
地
方
創
生
」
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
青
木
村
長
や
議
会

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
村
民
み
な
さ
ん
が
住
み
よ

い
村
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
職
員
と
心
を
一
つ
に
し
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
行
き
届
か
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
よ
り
尚
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

例
年
よ
り
早
い
桜
の
満
開
を
迎
え
る
今
日
こ
の
頃
、

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
教

育
委
員
会
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
起
き
て
い
る
出
来
事
が
同
時
に
村
で
も
見
ら

れ
る
高
度
な
情
報
化
社
会
に
な
り
、
世
界
を
身
近
な
社

会
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
多
様
な
価
値
観
、
生
活
様
式

等
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
西
粟
倉
で
学
び
育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
感
の
多
い
将
来
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
と

と
も
に
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び
や
文
化
活
動
、
生
涯
続

け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
身
体
活
動
の
振
興
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
皆
様
の
豊
か
で
活
力
あ
る
暮
ら
し
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
村
長
就
任
あ
い
さ
つ

教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

副村長

山下　英輔

教育長

関　正治
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　 4 月 6日（水）から４月 15日（金）までの 10日間、「平成 28年春の交通安全県民運動」が県下一斉に
展開されます。また、４月 10日（日）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。ドライバーの方はもちろん、
村民すべての方々が、交通事故を起こさない、また交通事故に遭わないよう安全な行動を心掛けましょう。
◆子どもは身近な大人の行動を見て、それをまねすることで、いろいろなことを学んでいきます。交通
　ルールも同じです。子どもの安全のためにも、まず大人が交通ルールを正しく理解し、安全な行動を
　実践して、手本を示しましょう。
◆多くの高齢者が交通事故の犠牲となっています。ドライバーのみなさん、運転中に自転車に乗ったり、
　歩いたりしている高齢者の方を見かけたら、速度を落として十分安全を確かめてから進むようにして
　ください。また、高齢運転者標識（高齢者マーク）をつけた車を見かけたときも、思いやりのある運
　転を心がけましょう。
◆飲酒運転は厳禁です。飲酒量の多少にかかわらず、「飲んだら乗るな・乗るなら飲むな」を徹底しましょ
　う。また、アルコールの分解には個人差があります。アルコールチェッカーで確認するなど、飲酒し
　た翌朝も注意しましょう。
◆運転中の携帯電話の使用は禁止されています。携帯電話を使うと、手元に意識が集中してしまい、周
　囲の安全確認がおろそかになり大変危険です。どうしても使用が必要なときは、安全な場所に停止し
　てから使いましょう。

【最重点目標】　　子どもと高齢者の交通事故防止

　日　　程：平成 28年５月 25日（水）・26日（木）・27日（金）・29日（日）・30日（月）
　　　　　　※歯科検診：5月 29日 ( 日 )
　受　　付：午前 7時～ 9時 30 分　　
　場　　所：いきいきふれあいセンター
　対　　象：特定健診・・・・40～ 74歳の国民健康保険加入者
      　　　　 高齢者健診・・・75歳以上
      　　　　 30 代健診  ・・・  30 ～ 39 歳
      　　　　 がん検診・・・・30歳以上

○婦人科検診（乳がん検診、子宮頸がん検診、骨密度測定）
　日　　程：平成 28年５月 30日（月）午後３時～５時 
　　　　　　　　　      ５月 31 日（火）午前９時～午後１時
　場　　所：いきいきふれあいセンター　　
　対　　象：30才以上（子宮頸がん検診は 20歳以上） 

<　自分の健康状態を知るために、年に一度は健診を受けましょう　>

対象年齢の方は、医療保険の種類に
関係なく全ての方が受けられます。｝

希望調査表に「希望する」と回答し忘れた方
事前にご連絡ください！受付できます！

申込み ･お問合せ　保健福祉課　0868-79-7100 まで

こんなにお得です！
特定 ･高齢者 ･30 歳代健診
　･･･ 村から 7,004 円の助成
各種がん検診
　･･･ 1,209 円～ 4,440 円の助成
（例：胃がん検診 2,600 円の助成）

○総合健診（特定健診・高齢者健診・30代健診・がん検診）
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　近年、住宅用火災警報器の普及と比例して火災による死者も減少してい
ます。
　住宅火災による犠牲者の大半は就寝中の逃げ遅れですが、住宅用火災警
報器で火災を早期に発見できれば、より早く避難することが出来ます。『住
宅用火災警報器を設置していれば救えたかもしれない命』にならないよう、
未設置の方は早急な設置をお願いします。
　すでに設置されている方、作動点検はされていますか？いざというとき
のために作動点検を定期的に行ってください。

　春の農繁期を目前に控えたこの時期、あぜ焼きのモクモクとした白煙があちら
こちらの田畑から立ちのぼる光景をよく目にします。そんなのどかな農村風景が
ちょっとした油断や準備不足で一瞬にして恐怖の光景に変わるのが、このあぜ焼
きからの延焼を原因とした林野火災です。あぜ焼き等を行う際は次のことを守り、
できるだけ安全に行ってください。

■ 乾燥注意報や強風注意報発令中は、延焼の危険性が高いのであぜ焼きを実施しないで下さい。
■ あぜ焼きを実施する時は、消防署に届出をして下さい。
■ 決して１人で行わず、複数人で実施して下さい。
■ 高齢者のみでの実施は、非常に危険ですので実施しないようにして下さい。
■ あぜ焼き等を行うときは、水バケツ・水道ホース等の消火用具を事前に準備して下さい。

● 寝たばこは、絶対やめる。
● ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
     用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消
     す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
     設置する。
● 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
     ために、防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
     器等を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
    隣近所の協力体制をつくる。

火の取り扱いに注意！
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　村民の皆さん、こんにちは！地域おこし協力隊の三宅です。
　前回に引き続き、国土交通省の行った ｢平成２６年空家実態調査｣ の結果から空き家所有者の意識や管
理の実情をお伝えして参ります。
　この調査によると、空き家になってからの期間は５年以上のものが３６. ４％となっています。５年以
上も空き家になっていたら、建物の傷みがかなり進んでいることでしょうね。
　空き家の建築時期でもっとも多いのは、昭和５５年以前のもので６２. ３％となっています。建築後、
年数を経た古いものが多いようですね。
　空き家の所有者の年齢は６５歳以上の高齢者が５５. ６％となっております。高齢者の方が住まわれる
には不便な建物なんでしょうか。
　空き家の取得経緯は、相続したものが最も多く５２. ３％を占めております。自身で建築したものや購
入したものではないケースが半数以上なんですね。愛着が少ない？
　今後５年程度の利用意向については「所有者やその親族が利用する」が２２. ９％となっておりますが、
「空き家にしておく」が２１. ５％と同じような数字となっております。
　そして空き家にしておく理由としては、「物置として必要だから」が４４. ９％と最も多くなっています。

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
0868-79-2111

貸したい
借りたい

家を物置替わりに使うとは何とももったいない話ですね。
家は人が住んでこそ、その役割を果たせるものです。もちろん私有財産な
ので所有者の利用法にあれこれ口を挟むことはできませんが、所有者等が
住まないのであれば賃貸や売却等で、家本来の活用を考えてゆきたいもの
です。

　　　　　　
        　  事異動（平成２8年 4月 1日）人
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おしえて ね んきん

　毎月第２火曜日が定休日
です。4 月 12 日（火）が
定休日になります。

●あわくら温泉●あわくら温泉

4 月の定休日のお知らせ

　定休日は 4月 7日（木）です。

　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳から６０歳になるまでの４０年間保険料を納
めなければ、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が４０年間に満たない場合は、６０歳か
ら６５歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることにより、満額に近づけることが
できます。
　なお、老齢基礎年金を受け取るためには保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として２５
年以上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、７０歳になるまで任意加入することがで
きます。（ただし、昭和４０年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。

詳しくは、津山年金事務所（TEL0868-31-2360）までお問い合わせください。
また、日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp)も併せてご覧ください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付す
ることにより、月々 50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・1年度前納・
２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

4月の定休日のお知らせ
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　3月 3日（木）に『ひな祭りのイベント』を行いました。
　当日は、6名の参加がありました。今年は、紙粘土を使ってまん
丸ひな飾りを作りました。ちりめんの着物を着せて可愛らしく飾り
つけをされていました。作業の合間に手作りの甘酒と三色団子、ひ
なあられを頂きました。
　今年も色々なイベントを開催していきますのでお楽しみに♡

★☆
　西粟倉村社会福祉協議会では、“ いきいきと元気で暮らせる地域を目指して ” 地
域の支え合い事業を行っています。その中で、村内でも交通の不便もありなかなか
村外に買い物に行く機会がない高齢者が増えています。そこで高齢者世帯とひとり
暮らしの方で交通の手段がない方に声をかけさせて頂き「村外買い物ツアー」を実
施しました。
　今回は、3月 9日（水）に美作市まで行ってきました。当日は雨が降って足元が
悪かったですが、皆さん、事前に買いたい物のリストを作っておられスムーズに買
い物をされていました。参加された方からは、『久しぶりの買い物でみんなとワイ
ワイ話をしながら出かけられてとても楽しかった。』『もっとたくさんの方が参加し
たらいいのになあ』『また、企画してな』といった声がありました。
　今後もこのような企画を実施していこうと思っています。

　3月 10日（木）に西粟倉小学校 6年 6名がゆうゆうハウス・ひだ
まりに元気を届けに来てくれました。
　毎年恒例の自分たちで作った「元気グッズ」を持って来くれました。
この元気グッズは、西粟倉村の間伐材を利用して作っているキーホル
ダーだそうです。

　毎月、各地区で地区サロン活動が活発に開かれて
います。
　その中で、大茅地区では健康づくりのひとつとし
て足腰の筋肉強化のために「おもりの体操」を毎週
自主的に公民館に集まって行っています。

　ひだまりの利用者さんたちは長い冬を屋内で過ご
してこられ、みまちゃん体操や色々なレクリエーシ
ョンで体調を整え暖かくなったら戸外へ出かけるの
を楽しみにしています。
　高齢になっても、体が不自由になっても地元の人
に支えられ故郷で生活できるよう、本人さん、家族
さん、職員、心を一つにして毎日～笑顔笑顔～で頑
張っています。

　このグッズを持っていると「長寿」「元気」「笑顔」「仲良し」になれるそうで施
設の利用者の方に手渡して配って頂きました。
　リコーダーでふるさとの演奏もしてくれて帰りには、恒例のあいさつタッチがあ
り、皆さんとても喜ばれていました。また来てくれるのを楽しみにしています♪

　毎回１０人前後の方が集ま
って約４０分間、自分にあっ
たおもりをつけて体操されて
います。
　体操の効果は人それぞれで
すが、みんなで集まってワイ
ワイ話をしながら活動するこ
とがとても楽しいといわれて
います。今後も活動を続けて
いこうと言われていました
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